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現場管理システム VisionLink と
車両情報管理システム MY.CAT.COM

松　村　秀　雄

現在，遠隔管理システムが多くの建設機械に普及し，現場の生産性向上へのデータ活用が注目されてい
るなか，キャタピラー社ではお客様の使い方に合わせて 2 つのアプリケーションをご提案している。

ここでは，Cat プロダクトリンクの情報を使って車両と現場を総合的に管理する VisionLink と，お客
様の保有車両全体を効率よく一元管理可能にする「MY.CAT.COM」の 2 つのアプリケーションの特長に
ついて紹介する。
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1．はじめに

i-Construction の普及により，現場データの重要性
が日に日に高まっているなか，キャタピラーでは地形
データだけでなく，積込みや運搬作業の生産性デー
タ，車両の稼働状況データ，安全性に係るデータを総
合的に取得することで，総合的なお客様の生産性向上
への貢献を目指して，車両とサーバの間をつなぐこと
で車両（Iot）からデータを取得するコネクティビ
ティ，さらにサーバに蓄積されたデータをお客様の生
産性向上に役立つ形で提供可能にする使いやすいアプ
リケーションの開発に力を注いでいる。

昨年 Cat プロダクトリンクの情報を使って車両と
現場を総合的に管理することができるアプリケーショ
ン VisionLink が「VisionLink Unified Suite」として
モデルチェンジされた。目的別に 4 つのアプリケー
ションに分けることで，より見やすく，より快適に使
えるツールとなっている（図─ 1）。一方でキャタピ
ラーは新たに Cat プロダクトリンク搭載車に加えて

お客様の保有車両全体を効率よく一元管理可能にする
「MY.CAT.COM」を開発し，多くのお客様にご使用
いただいている。

ここではこの 2 つのアプリケーション「VisionLink 
Unified Suite」と「MY.CAT.COM」それぞれの特長
を紹介する。

2．VisionLink Uni�ed Suite

現場とオフィスをクラウドで結び，現場で稼働する
建機や機材のリアルタイムな遠隔管理を可能にする
VisionLink は，機械の稼働状況や運転情報だけでな
く，生産性・安全性の面でも行き届いたマネジメント
を実現している。

これまでも好評いただいている高度で多彩なモニタ
リング機能や現場改善の効果はそのままに，新たなメ
リットと利便性をプラスした VisionLink Unified 
Suite へと進化し，見やすさ，使いやすさに，よりいっ
そう磨きをかけてパワーアップし，一歩進んだ「現場

図─ 1　Cat プロダクトリンクと VisionLink
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の見える化」を実現している。

（1）Uni�ed Fleet（フリート，図─ 2～ 4）
Unified Fleet は，オーナーやオペレータだけでなく，

機材管理スタッフまで幅広く活用できるように開発され
たアプリケーション。保有車両（建機や機材）の稼働状
況がグラフやマップで表示され，それぞれのサービスメー
タ，場所，アイドリング時間，稼働時間，燃費などを把

握でき，車両管理の強化に役立つ。効率的な稼働や配車
が可能になり，車両運用面での生産性向上に貢献する。

Unified Fleetは大きく4つの画面から構成される。
①ダッシュボード画面
お客様のフリート単位，現場単位でのステータス（車

両が運転中か止まっているか），作業時間・アイドリ
ング時間，稼働場所などの基本情報を一覧で表示。最
初に全体の傾向を一目で把握することができる。

図─ 2　Unified Fleet－ダッシュボード

図─ 3　Unified Fleet－利用状況

図─ 4　Unified Fleet－資産運転
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②フリート画面
アワーメータ，稼働場所，燃料タンク残量等の基本

情報を表示。
③利用状況画面
稼働時間，アイドリング時間，燃料消費量等の一覧

を表示。毎日のアイドリング時間の目標値を設定する
ことで，具体的にアイドリング時間とその時の燃料消
費量の削減に取り組むことが可能になる，

④資産運転画面
何月何日に稼働していたか，何時から何時までの間

に稼働していたか，といった詳細な稼働状況を表示。

（2）Uni�ed Service（サービス，図─ 5）
メンテナンスによる稼動コスト低減を重視されるお

客様に有用なアプリケーション。保有車両の故障コー
ドをはじめ，S・O・S（オイル分析）サービスの検査
結果や定期点検の時期，過去のメンテナンス履歴など
を容易に確認でき，適切なメンテナンスの実施をサ
ポートする。重大なマシンダウンが発生する前に適切
な対処を行うことで，長期間の休車による現場の生産
性低下や高額な車両修理費用を回避することができる。

Unified Serviceは大きく5つの画面から構成される。
①ダッシュボード画面
故障コードが発生している車両の重要度別台数，フ

ルードアナリシス（オイル分析）結果がある車両，検
査（車両点検）結果がある車両，メンテナンス期限が
近付いている車両の台数をグラフで見やすく表示する
と共に，地図上で該当車両の位置を把握することも可
能。

②故障コード画面
いつ，どこで，どんな故障が発生したかを履歴で表

示。故障コードによりキャタピラー販売店では車両で
発生している状況を具体的に詳しく知ることができ

る。また，故障ではないものの過積載やエンジン過回
転などの運転状況も一部把握できるため，不安全や故
障へ結びつく可能性がある運転を防ぐこともできる。

③フルードアナリシス（オイル分析）画面
定期的に車両から採油して分析された結果概要が

VisionLink に表示され，ここのリンクから詳細デー
タを確認することもできる。オイル分析結果を修理や
メンテナンス計画に組み込むことで，重大なマシンダ
ウンを未然に防ぐことができる。

④検査（車両点検）画面（図─ 6）
携帯電話アプリ「Cat インスペクト」を使って車両

点検を実施した結果を VisionLink でも確認すること
ができる。キャタピラー販売店が行った点検だけでな
く，今後はお客様が Cat インスペクトで実施した点

図─ 5　Unified Service－故障コード一覧

図─ 6　Cat インスペクトによる点検レポート例
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検結果も反映されるようになる予定で，始業点検や定
期点検の記録を社内で共有し，安全な運行，施工を可
能にする。

⑤メンテナンス画面
定期メンテナンス時期が近づいている車両，時期が

過ぎてしまった車両が表示されるとともに，稼働状況
を反映してメンテナンスのタイミングを予測すること
で，お客様の最適なメンテナンス計画の作成を支援
し，大きな故障を防ぐ。

（3） Uni�ed Productivity（プロダクティビティ，図
─ 7，8）

生産性に関するさまざまな情報を集約するアプリ
ケーション。ペイロードやロード＆サイクルのモニタ
リング（オプション）などを 1 つのアプリケーション
に統合し，積載量や杯数・回数をチェックできるなど，
生産管理が容易に行えます。

①ダッシュボード画面
ホイールローダ，油圧ショベル，ダンプトラック等

に搭載されたペイロードシステムで計量された作業

量，サイクル（杯数・回数）の概要を表示。現場の進
捗概要を一目で把握できる。

②生産性画面
車両ごとのペイロードデータを表とグラフで表示。

グラフでは週単位，日単位，時間単位で作業量の推移
を表示できる他，時間あたりの生産性，消費燃料あた
りの生産性といった作業効率を把握できる数値を日毎
のトレンドとして表示させることもできるため，出来
高や効率が低かった日や，オペレータ毎のスキルの差
異要因を掘り下げることで，現場全体の生産性の底上
げを図ることも可能になる。

③プロジェクト画面
現場単位で生産性を管理できるよう，地図上で囲い

込んだプロジェクトを設定することで，一定期間内に
設定した現場内で稼働する車両の出来高のみを自動的
に抽出して管理することが可能。

（4）Administrator（設定・管理）
VisionLink Unified Suite の各アプリケーションで

表示される車両グループの設定や，車両の登録・管理，

図─ 7　Unified Productivity－ペイロード（時間ごとの進捗）

図─ 8　Unified Productivity－プロジェクト一覧
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ユーザ管理をはじめ，ジオフェンス，レポート，通知，
グループ，プロジェクトなどの設定が行える，管理ツー
ル的な位置づけのアプリケーション。

・レポート機能，通知機能（図─ 9）
レポートを設定しておくことで，稼働情報，メンテ

ナンス，警告等の情報をメールで定期的に配信・入手
することができる。一定期間のデータをまとめて入手
できるので，稼働傾向を把握しやすい。

一方で，車両でイベントが発生する毎にその情報を
メールで配信する通知機能もあり，警告，長時間アイ
ドリング，ジオフェンスの出入り等の情報をリアルタ
イムで入手する設定が可能。

レポート機能，通知機能を活用することで，都度
VisionLink にログインして稼働情報を確認する手間
が省けるため，管理にかかる事務作業の効率化も可能
になる。

（5）携帯端末対応（図─ 10）
VisionLink はオフィスのパソコンはもちろん，モ

バイル通信を利用してスマートフォンやタブレット端
末からも利用可能。パソコン版と共通化されたカラフ
ルなグラフィックは見やすく，どんな種類のデバイス
を使用しても同じ機能を利用でき，現場や外出先でも

図─ 9　VisionLrink レポート例－資産利用状況

図─ 10　タブレットや携帯電話を使って現場でも利用可能

図─ 11　アドバンスト・プロダクティビティ（ダッシュボード画面）
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最新の情報を入手することが可能。

（6） Advanced Productivity（アドバンスト プロダ
クティビティ，図─ 11）

これまで車両に直接接続しなければ入手できなかっ
た積込作業の詳細情報や，長期間にわたって人手をか
けて現場で計測・調査しなければならなかった作業内
容をオフィスにいながら遠隔管理することを可能にす
る優れたアプリケーション。積込量だけでなく，いつ，
どこで，どんな作業を行っていたかが記録され，詳細
な作業分析を見やすいグラフで表示するため，生産量
の管理だけでなく，生産性に結びつかない作業や長時
間の待機などを定量的に把握，改善を可能にするた
め，現場の生産性の向上を図ることができる。

（7）VisionLink 3D＊

i-Construction 等 3 次元マシンコントロール，マシ
ンガイダンスで施工した現場で，バケットやブレード
刃先の軌跡を出来高として自動的にクラウドにアップ
ロードされた地形データを，現場から離れたオフィス

から VisionLink 3D＊を通して管理することが可能に
なる。施工前の地形図，目標となる設計図，3 次元マ
シンによる出来高を合せることで，切盛りの断面や土
量について日々進捗を確認することができ，正確な現
場管理が可能になる。

＊ �VisionLink 3D の利用はサイテックジャパン㈱と
の契約になります

3． MY.CAT.COMの概要と特長（図─ 12，13）

現場の生産性向上を目的とした VisionLink に対し
て，MY.CAT.COM はお客様の資産である建設機械を
フリート全体で効率よく管理を可能にするアプリケー
ション。現在 MY.CAT.COM では以下の機能が利用
可能。

・お客様保有のフリート（車両）全体の管理
・�Cat プロダクトリンクが装備された機械の場所，

時間，警告の確認
・�Cat プロダクトリンクが装備された機械のフリー

ト全体の稼働時間 / アイドリング時間と燃料消費

図─ 12　MY.CAT.COM－ホーム画面

図─ 13　MY.CAT.COM－状態一覧表示画面



27建設機械施工 Vol.70　No.7　July　2018

量の管理
・メンテナンスのスケジュール確認
・サービス工事履歴の確認
・オイル分析結果の確認
・機械点検結果の確認
・取扱説明書の参照
・�タスクアプリによる to do リスト（忘備録）の作

成と管理
車両や現場の遠隔管理ツールとしては VisionLink

の方が優れている一方，MY.CAT.COM は，Cat プロ
ダクトリンクが装備されていない車両も含めてお客様
のフリート（資産）全体を一括して管理できる点が大
きな特長で，オイル分析や機械点検に基づいた適切な
処置や，適切な時期にメンテナンスを実施することに
より，作業中の突発故障・休車による現場の中断を未
然に防ぐことが可能になる。

MY.CAT.COM も VisionLink 同様，スマートフォ
ンやタブレットなどの携帯端末を使って，現場からア
クセスすることも可能。

今後，サービス工事，部品，レンタルの発注など，
お客様とキャタピラー販売店とをつなぐ e- ビジネス
ツールとしての機能拡張を進めることで，お客様に
とってより便利な資産管理ツールを目指している。

車両 1 台毎のより詳細な稼働履歴や燃料消費量等の
管理や，現場単位での管理，レポート機能等が必要な
場合は，VisionLink を利用いただくことで，分析，
生産性改善に活用できる。

4．おわりに

現在遠隔管理システムには殆どの建設機械に標準で
搭載されるようになり，データの供給元として Iot と
してのインフラ配備は既に整ってきているが，今後は
次のステップとして集まったデータをお客様の生産性
向上，業務改善に役立つ提案へと効果的に結び付けら
れるかが課題となっている。

キャタピラーはお客様の様々なデータ活用のニーズ
に対応すべく 2 つのアプリケーション「VisionLink」，

「MY.CAT.COM」をご提案しているが，今後もお客
様がより活用しやすい形でのデータとソリューション
の提供を進めていく。
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